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1. はじめに 

1.1. 改定の背景 

福井市下水道雨水対策基本計画（以下「本計画」という）は、本市の下水道事業における雨水

対策の在り方を示したものである。 

本市では、平成１６年に発生した福井豪雨による浸水被害を受け、ハード及びソフト対策による

浸水対策事業を実施してきた。また、平成２７年６月には、これらの対策を計画的に進めていくた

め、現行の福井市下水道雨水対策基本計画(以下「H２７基本計画」という)を策定したものであ

る。 

 近年、頻発化している局地的大雨等による全国各地での浸水被害を受け、国が平成２７年に下

水道法を含む「水防法等の一部を改正する法律」を施行し、ソフト・ハードの両面からの水害対策

を強化する制度改正を行った。これに伴い、平成２８年に策定された雨水管理総合計画策定ガイ

ドライン(案)（令和３年１１月改訂）や、下水道施設計画・設計指針と解説（令和元年９月改定、  

以下「設計指針」という）により、雨水計画の新たな考え方が示された。 

 今回の改定は、H２７基本計画策定以降の浸水対策事業の整備効果を検証し、降雨実績や浸

水被害を取りまとめ、新たな雨水計画の考え方に基づいた計画の見直しを行うものである。 
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1.2. 本計画の目的 

これまでの下水道事業による浸水対策は、汚水処理と雨水排除の整備区域を概ね同一として

取り扱ってきた。また、計画区域全域を一律の目標で整備を進めることを基本とし、過去の浸水

被害が多い地区を優先して整備を行ってきた。 

しかしながら近年では、雨水計画の新たな考え方、浸水対策事業の方針として、「再度災害  

防止」、「事前防災・減災」、「選択と集中」等の観点から、浸水リスクを評価し、優先度の高い区域

を中心に浸水対策を推進することとしている。 

本市においても、「選択と集中」の観点から、浸水対策を実施すべき区域と計画期間を定めて

集中的に事業を実施するものとする。また、限られた財源・既存ストックを活用した、計画的な  

浸水対策を実施することにより、浸水被害の軽減・解消を図っていく。 

本計画は、下水道事業による浸水対策を「重点的に実施すべき区域」、「目標とする整備水準

（整備目標やハード対策の整備率等）」、「各計画期間（短期・中期・長期）での施設整備の方針

等」の基本的な事項を定めることで、今後の浸水対策事業を計画的に進めていくことを目的とす

る。 

計画期間の設定イメージを以下の図 1.1に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.1 本計画の計画期間設定イメージ  
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1.3. 本計画の位置付け 

本計画は、H２７基本計画の改定を行うものである。また、浸水被害に対しての更なる軽減・解

消を図るため、下水道事業を取り巻く環境の変化や社会情勢の動向を勘案して、本市の下水道

事業における浸水対策に関する基本的方針を示すものである。本計画の位置付けを以下の   

図 1.2に示す。 

 

＜改定のポイント＞ 

 基本方針の再設定 

 重点対策地区の再設定 

 段階的対策方針と計画期間の設定 

 

 

図 1.2 本計画の位置付け 
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1.4. 本計画の対象範囲・排水区 

 本計画で対象となる排水区の一覧を表 1.1 に示す。合流式下水道区域においては、雨水を末

端の各ポンプ場から河川に強制排水により放流している。また、分流式下水道区域においては、

主に自然流下により河川へ雨水排除を行っている。各排水区の位置図は、次ページの図 1.3 に

示す。 

 

表 1.1 計画対象排水区 一覧 

 
 

処理区 排除区分 ポンプ場 排水区名
面積
（ha）

佐佳枝 橋北排水区（第1分区） 158.7

橋北排水区（第2分区） 72.2

橋北排水区（第3分区） 231.9

橋南排水区（第1分区） 32.4

橋南排水区（第2分区） 88.2

橋南排水区（第3分区） 57.9

加茂河原・小山谷排水区 59.7

水越 西部 第1排水区 150.9

下北野 下北野排水区 29.4

北部排水区（第2次） 177.4

北部排水区（第3次） 51.8

町屋・大願寺排水区 58.4

出作 東部 第1排水区 128.1

米松 東部 第2排水区 113.4

- 四ツ居・旧荒川排水区 19.5

- 狐川右岸 第六排水区 86.0

1,515.9

境処理区
合流式
下水道
区域

照手
乾徳

足羽
木田

加茂河原

合流式
下水道
区域

上里

合計

日野川
処理区

分流式
下水道
区域
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図 1.3 計画対象排水区 
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2. 基礎調査 

2.1. 平成２７年版福井市下水道雨水対策基本計画 

 H２７基本計画の内容に対する本計画の検討事項を以下の表 2.1 に示す。また、次ページの表 

2.2には、H２７基本計画の事業スケジュールを示す。 

 

表 2.1 Ｈ２７基本計画の内容に対する本計画の検討事項 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 H2７基本計画 

平成２７年６月策定 

本計画 

令和４年３月改定 

計画区域 1,510ha 1,510ha 

浸水被害 

要因分析 

 平成１６～２５年期間の浸水

被害状況を基に分析 

 近年（平成２６年以降）の浸水被害 

実績を基に分析 

対策目標 

降雨 

 計画降雨 

 超過降雨 

 照査降雨として、想定最大規模降雨

の確認  

 気候変動を踏まえた計画降雨につい

ての確認 

重点対策 

地区の選定 

 生命の保護 

 都市機能の確保 

 個人財産の確保 

 浸水リスク×被害規模のリスクマトリ

クス評価方法による確認 

計画期間 
 短期（～平成３０年） 

 中長期（平成３１年～） 
 計画期間の再設定 

検討項目 

計画 
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表 2.2 事業スケジュール（Ｈ２７基本計画より） 

 
H26 H28 H29 H30 H36～

日之出地区

旭地区

順化地区

湊地区 ・照手ポンプ場増強・改築

第3分区 春山地区

第1分区 木田地区 ○ ・西木田みのり貯留管常設P増強＋圧送管 木田P改築

・西木田みのり貯留管常設P増強＋圧送管

・足羽ポンプ場改築

・加茂河原ポンプ場増強・改築

・明里バイパス幹線

・枝線バイパス（足羽小・つくも・立矢）

社北地区 ○ ・加茂河原バイパス幹線

・水越ポンプ場増強・改築 水越P改築

・下北野P場運転（2台同時運転）

・下北野貯留管常設P増強＋分水人孔

・大願寺公園雨水貯留槽の設置 上里P改築

・大願寺公園雨水貯留槽流入管

・開発川の雨水流出抑制施設の設置

・準用底喰川の遊水地整備および河川改修

和田地区 出作P改築

円山地区 米松P改築

円山地区

豊地区

設計

工事

排除方法 排水区名
重　　　点
対策地区

対策概要（H26以降） 備考短期 中長期

H27 H31～H35

事業スケジュール

降
雨
強
度
な
ど
計
画
見
直
し
を
検
討

第2分区

第2分区

足羽地区 ○

豊地区

足羽地区
○

北部排水区 松本地区 ○

西部第1排水区 湊地区

○下北野排水区 日之出地区

加茂河原・小山谷排水区

町屋大願寺排水区 松本地区 ○ 【建設部】

東部第1排水区

東部第2排水区

分流式

四ツ居排水区（分流）

狐川右岸第6排水区（分流）

合流式

橋北排水区

第1分区

橋南排水区

第3分区
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2.2. 下水道計画の緒元 

本市の下水道は昭和２３年に当時の市街地を対象に合流式下水道で整備を進め、当初の下水

道施設の設計にあたっては、表 2.3 に示す実験式を採用した。しかしながら、度重なる浸水被害

発生の実績から、平成１３年度に計画を見直し、合流式下水道区域においても、表 2.4 に示す分

流式下水道区域と同様の合理式から算出された５年確率降雨を計画降雨とし、整備を進めてい

る。 

現行の計画降雨（４３．１ｍｍ/h）は、昭和１５～５０年に福井地方気象台で観測された実測デー

タを基に算出されており、式型は短時間降雨に対して安全側となるタルボット型、排水区別の流

出係数は、用途地域別の流出係数から整理した、表 2.5に示す値を用いている。 

 

表 2.3 当初の雨水排水計画（合流式下水道区域） 

 

 

  

計画面積
（ha）

認可所得年月日 雨水計算式（当初設計）

橋北排水区 462.8 昭和22年12月29日 実験式（I =31.1 mm /hr、C =0.5）

橋南排水区 178.4 昭和22年12月29日 実験式（I =31.1 mm /hr、C =0.5）

加茂河原・小山谷
排水区

59.7 昭和38年3月5日 実験式（I =45.0 mm /hr、C =0.6）

西部第1排水区 150.9 昭和44年10月7日 実験式（I =45.0 mm /hr、C =0.6）

小計 851.9

下北野排水区 29.4 昭和38年3月5日 実験式（I =45.0 mm /hr、C =0.6）

北部排水区 229.2 昭和38年3月5日 実験式（I =45.0 mm /hr、C =0.6）

町屋・大願寺排水区 58.4 昭和44年10月7日 実験式（I =45.0 mm /hr、C =0.6）

東部第1排水区 128.1 昭和44年10月7日 実験式（I =45.0 mm /hr、C =0.6）

東部第2排水区 113.4 昭和44年10月7日 実験式（I =45.0 mm /hr、C =0.6）

小計 558.5

1,410.4

処理区・排水区名

境
処
理
区

日
野
川
処
理
区

合計
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表 2.4 現行の雨水計画の降雨強度式 

 

 

表 2.5 排水区別流出係数 

 

 

 

  

項目 内容

観測・計測値 福井地方気象台

データ期間 昭和15～50年

算定手法 岩井法

確率年 5年

降雨曲線式名 タルボット型

降雨強度式 I =3750 /（t +27）

1時間降雨強度 43.1 mm

北町・町屋・大願寺 0.60

橋北 0.65

橋南・加茂河原・小山谷 0.65

西部第1 0.60

東部第1・第2 0.60

排水区 流出係数
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2.3. ポンプ場の整備状況 

合流式下水道区域の排水を行っている雨水排水・汚水中継ポンプ場のポンプ形式・排水能力

を表 2.6に示す。1 

表 2.6 雨水排水・汚水中継ポンプ場一覧（令和４年３月現在） 

 

 

照手・足羽・加茂河原ポンプ場は、供用開始してから６０年（令和４年３月現在）を超えており、

改築・更新が必要な状況となっている。各ポンプ場と管路施設の位置図を次ページの図 2.1に

示す。 

雨水 立軸斜流 モーター直結 φ1200 mm ×4.5 m ×190 kW ×180.0 m
3
/min

汚水 立軸渦巻斜流 モーター直結 φ600 mm ×13.5 m ×140 kW ×44.0 m
3
/min

立軸斜流 モーター直結 φ600 mm ×10.5 m ×130 kW ×55.0 m
3
/min

立軸斜流 ガスタービンギヤー掛 φ1800 mm ×10.4 m ×1300 kW ×562.0 m
3
/min

φ250 mm ×12.9 m ×22 kW ×6.6 m
3
/min

φ400 mm ×13.0 m ×75 kW ×19.9 m
3
/min

照手
昭和35年
（61年）

雨水 立軸斜流 モーター直結 φ800 mm ×4.3 m ×90 kW ×84.0 m
3
/min

雨水 立軸軸流 モーター直結 φ800 mm ×4.3 m ×90 kW ×84.0 m
3
/min

汚水 立軸斜流 モーター直結 φ500 mm ×4.6 m ×37 kW ×29.2 m
3
/min

立軸軸流 ディーゼルギア掛 φ７００ mm ×3.25 m ×95 PS ×67.2 m3/min

立軸斜流 ディーゼルギア掛 φ1000 mm ×6.1 m ×260 PS ×129.0 m
3
/min

汚水 立軸斜流 モーター直結 φ400 mm ×11.6 m ×65 kW ×23.0 m
3
/min

木田
昭和39年
（57年）

雨水 立軸斜流 ディーゼルギア掛 φ700 mm ×6.2 m ×140 PS ×60.0 m3/min

雨水 立軸斜流 ディーゼルギア掛 φ900 mm ×9.5 m ×340 PS ×102.0 m
3
/min

汚水 立軸斜流 モーター直結 φ250 mm ×14.0 m ×30 kW ×7.0 m
3
/min

φ800 mm ×8.0 m ×230 PS ×87.0 m
3
/min

φ900 mm ×8.0 m ×320 PS ×112.0 m
3
/min

φ300 mm ×6.6 m ×18.5 kW ×8.9 m3/min

φ250 mm ×5.9 m ×15.0 kW ×7.5 m
3
/min

雨水 立軸斜流 ディーゼルギア掛 φ1100 mm ×7.0 m ×375 PS ×155.4 m
3
/min

φ300 mm ×6.2 m ×18.5 kW ×10.3 m
3
/min

φ250 mm ×6.4 m ×15.0 kW ×6.7 m
3
/min

下北野
平成25年
（8年）

雨水 水中コラム式ポンプ φ700 mm ×4.0 m ×60.0 kW ×60.0 m
3
/min

雨水 立軸斜流 ディーゼルギア掛 φ1300 mm ×3.0 m ×230 PS ×220.0 m
3
/min

汚水 立軸斜流 モーター直結 φ500 mm ×8.5 m ×65 kW ×32.5 m
3
/min

ポンプ場名 ポンプ形式
供用開始年
（経過年数）

平成15年
（18年）

平成23年
（10年）

乾徳

上里

足羽

加茂河原
雨水

水越

出作

雨水

汚水

米松
汚水

佐佳枝

雨水

汚水

昭和41年
（55年）

昭和26年
（70年）

昭和29年
（67年）

昭和52年
（44年）

昭和47年
（49年）

昭和54年
（42年）

排水能力

立軸斜流 ディーゼルギア掛

立軸斜流 モーター直結

立軸斜流 モーター直結

水中オイルフリー形式
ポンプ（脱着式）
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図 2.1 ポンプ場・各種管路施設 位置図（令和 4年3月現在） 
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2.4. 浸水対策施設の整備状況 

本市では、平成１６年７月の福井豪雨による浸水被害を契機として、局地的な浸水被害の解消

を目的とした浸水対策事業を実施している。これまでに浸水常襲地区を対象に整備した対策施

設（雨水貯留槽・バイパス管・排水ポンプ・カメラ・水位計・流量計等）の施設規模・整備位置図を

表 2.7、表 2.8、図 2.2に示す。 

 

表 2.7 浸水対策施設（雨水貯留施設等）の実施状況（令和４年３月現在） 

 

 

 

  

処理区

（排水区）

日野川 □4,000 ～6,000 ×3,000 mm、L =24 m 貯留槽

（町屋・大願寺） V =340 m
3 （浸水被害緊急改善下水道事業）

境 φ1,500 mm、L =318 m 貯留管

（橋北） V =570 m
3 （浸水被害緊急改善下水道事業）

境 □2,700×2,700 mm、L =110 m 貯留管

（橋北） V =780 m
3 （浸水被害緊急改善下水道事業）

日野川 □2,000 ×3,000 mm、L =34.5 m 貯留槽

（町屋・大願寺） V =210 m
3 （浸水被害緊急改善下水道事業）

φ800 mm、L =455 m

φ1500 mm、L =652 m

V =1,400 m
3

境 φ2,000 mm、L =634 m 貯留管

（橋南） V =2,000 m
3 （浸水被害緊急改善下水道事業）

φ3,750 mm、L =1,150 m 貯留管

（狐川右岸第6） V =12,700 m
3 （下水道総合浸水対策緊急事業）

φ1,800 mm、L =276 m

（旧荒川） V =800 m
3

日野川 φ1,650 mm、L =192.5 m

（北部） V =480 m
3

境 φ1,100 mm、L =869 m

（西部） V =800 m
3

φ2,400 mm、L =243 m

φ2,000 mm、L =174 m

φ1,650 mm、L =136 m

V =1,930 m
3

日野川 □892 m
2
、H =2.50 m

（町屋・大願寺） V =2,320 m
3

境 φ1,350 mm、L =640 m バイパス管

（橋北） φ350～1,200 mm､L =1,726 m （浸水被害緊急改善下水道事業）

日野川 □2,200×1,200 mm、L =218 m

（北部） V =540 m
3

境
田原1丁目、
田原2丁目、

（橋北）
乾徳2丁目、
乾徳3丁目

14
幾久
雨水貯留管

幾久町 貯留管

15
乾徳遮集
バイパス幹線

合流改善対策φ800 ～1,000 mm、L =1,120 m

12
大願寺
雨水調整池

大願寺3丁目 貯留槽

13
日之出
バイパス管

日之出地区

10
日光
雨水貯留管

日光2丁目 貯留管

11
日野川
（下北野）

下北野
雨水貯留管

城東2丁目 他
貯留管
（合流改善対策と併用利用）

8
南四ツ居２丁目
雨水貯留管

南四ツ居2丁目 貯留管

9
文京１丁目
雨水貯留管

文京1丁目 貯留管

6
木田・春日
雨水貯留管

春日1丁目 他

7
月見・みのり
雨水貯留管

月見5丁目 他

5
境

（橋南）
西木田・みのり
雨水貯留管

西木田2丁目 他
貯留管
（浸水被害緊急改善下水道事業）

3
松本4丁目
雨水貯留管

松本4丁目

4
町屋3丁目
雨水貯留槽

町屋3丁目

対策施設概要 備考

2
田原2丁目
雨水貯留管

田原1丁目

1
町屋1丁目
雨水貯留槽

町屋2丁目

施設
No.

施設名 対象地区
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表 2.8 浸水対策施設の実施状況（排水ポンプ・カメラ・水位計・流量計等） 

                (令和４年３月現在) （1/2） 

 

  

区分
施設
No.

施設名 整備度 ポンプ規格

KP 1 みのり第1緊急排水ポンプ H16 4.5 m
3
 /min 37 kw

KP 2 西木田3丁目緊急排水ポンプ H16 3.0 m
3
 /min 11 kw

KP 3 藤が丘緊急排水ポンプ H16 4.5 m
3
 /min 11 kw

KP 4 みのり第2緊急排水ポンプ H17 4.5 m
3
 /min 37 kw

KP 5 月見4丁目緊急排水ポンプ H17 2.7 m
3
 /min 7.5 kw

JP 1 みのり1丁目常設排水ポンプ H21 3.1 m
3
 /min 7.5 kw

JP 2 日光2丁目第1常設排水（移送）ポンプ リース 4.0 m
3
 /min 11 kw

JP 3 日光2丁目第2常設排水ポンプ H21 0.85 m
3
 /min 7.5 kw

JP 4 松本4丁目常設排水ポンプ H22 1.0 m
3
 /min 5.5 kw

JP 5 加茂河原2丁目常設排水ポンプ H24 2.5 m
3
 /min 7.5 kw

JP 6 桃園2丁目バイパス常設排水ポンプ H28 3.0 m
3
 /min 11 kw

JP 7 日光２丁目第３常設排水ポンプ R2 5.1m3/min 15.0kw 

JP 8 松本４丁目第２常設排水ポンプ R2 1.0m3/min 7.5kw 

OP 1 日光2丁目応急排水ポンプ

OP 2 みのり1丁目応急排水ポンプ

OP 3 月見5丁目応急排水ポンプ

OP 4 西木田3丁目応急排水ポンプ

OP 5 町屋１丁目応急排水ポンプ

C １ 日光2丁目01 H21

C ２ 門前（社雨水幹線電動堰） H23

C ３ 月見4丁目（緊急P：薬のアオキ） H24

C ４ 春日町（木田児童クラブ） H24

C ５ 中藤ふれあい公園 H25

C ６ 幾久町 H26

C ７ 西木田 H26

C ８ 桃園2丁目 H28

C ９ 日光2丁目02 H28

C 10 舟橋 H29

C １1 日光2丁目03 R2

C １2 日光2丁目04 R2

C １3 松本4丁目 R2

C １4 町屋１丁目 R2

C １5 宝永3丁目 R3

緊急排水
ポンプ
KP

常設排水
ポンプ
JP

応急排水
ポンプ
OP

カメラ
C
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表２．８ 浸水対策施設の実施状況（排水ポンプ・カメラ・水位計・流量計等） 

         （令和４年３月現在）（2/2） 

 

 

区分
施設
No.

施設名 整備度 ポンプ規格

W1 日光雨水貯留管 H20

W2 田原2丁目雨水貯留管 H18

W3 文京1丁目雨水貯留管 H19 ～20

W4 町屋3丁目雨水貯留槽 H17～18

W5 町屋1丁目雨水貯留槽 H17～18

W6 松本4丁目雨水貯留管 H18

W7 南四ツ居2丁目雨水貯留管 H19～20

W8 木田春日雨水貯留管 H18～19

W9 西木田みのり雨水貯留管 H18～19

W10 月見みのり雨水貯留管 H18～20

W11 下北野雨水貯留管 H19～21

W12 大願寺雨水調整池 H27～29

W13 桃園2丁目 バイパス管 H28

V1 足羽P場 H21

V2 山奥雨水幹線 H21

V3 社雨水幹線 H21

V4 下水道記念館 H21

V5 経田幹線 H20

V6 上里ポンプ場 H24

V7 日光2丁目 H25

V8 四ツ井1丁目 H25

V9 御幸2丁目 H25

V10 勝見1丁目 H25

V11 桃園1丁目 H25

V12 みのり1丁目 H25

V13 西木田1丁目 H27

V14 城東2丁目 H27

V15 文京3丁目 H27

L1 下水排水路 H21

L2 松本歩道橋 H20

L3 城東2丁目 H27

L4 立矢新 H27

L5 桃園1丁目 H24

L6 乾徳遮集バイパス H26

L7 米松ポンプ場 H28

L8 西木田4丁目 H28

L9 加茂河原1丁目 H28

L10 文京2丁目 H28

L11 文京1丁目 H29

水位計
L

雨水
貯留
施設

（水位計）
W

流量計
V
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図 2.2 浸水対策実施状況図（令和４年３月現在） 
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2.5. 福井市下水道内水ハザードマップ（浸水ハザードマップ 改定） 

 本市では、平成１９年６月に浸水シミュレーションによる内水浸水を想定した浸水予測地図（浸

水ハザードマップ）を作成した。その後、令和４年３月に「福井市下水道内水ハザードマップ」とし

て改定を行い、記載する対象降雨の更新（計画降雨（４３．１mm/h）・想定最大規模降雨（１３０ 

mm/h））や内水浸水の発生要因、大雨に対する事前の備え等の情報・学習欄を拡充した。 

次ページの図２．３に福井市下水道内水ハザードマップ（令和４年３月改定）を示す。なお、福井

市下水道内水ハザードマップの対象区域は、本市が下水道事業において浸水対策施設を整備し

ている区域である。 

 

＜福井市下水道内水ハザードマップの目的＞ 

大雨時に、水が溜まりやすい場所(浸水リスクが高い箇所)を把握し、事前に備えること 

 

＜福井市下水道内水ハザードマップに掲載している内容＞ 

 地図面：「浸水想定区域図・計画規模降雨４３．１ｍｍ/ｈ、浸水想定区域図 

 想定最大規模降雨１３０ｍｍ/ｈ 

 情報欄：情報の入手方法、洪水と内水の違い、事前の備え等 
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図２．３ 福井市下水道内水ハザードマップ（令和４年３月改定）（1/2） 
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図 2.3 福井市下水道内水ハザードマップ（令和４年３月改定）（2/2） 
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2.6. 降雨データの整理 

 平成１６年以降に浸水被害が発生した日付の福井地方気象台の降雨観測データ（日合計・時間

最大・１０分間最大の実績降雨）と市の計画降雨（５年確率降雨）との比較を表 2.９に示す。また、

福井地方気象台でこれまでに観測された、年ごとの最も大きい時間最大・１０分間最大降雨の傾

向の確認結果を次ページの図 2.4、図 2.5に示す。 

表 2.9 既往計画降雨と比較結果 

 

日合計 時間最大 10分最大 日合計 時間最大 10分最大 日合計 時間最大 10分最大

平成16年7月18日 197.5 75.0 19.0 ○ ○ ○ 1 1 1

平成18年7月17日 125.0 31.5 7.0 ○ 1 0 0

平成21年8月2日 94.0 62.5 23.0 ○ ○ ○ 1 1 1

平成22年9月16日 108.0 29.0 7.5 ○ 1 0 0

平成23年8月19日 84.5 44.0 12.0 ○ ○ 1 1 0

平成24年9月6日 133.5 62.5 14.5 ○ ○ 1 1 0

平成25年7月13日 69.0 54.5 11.5 ○ ○

平成25年9月3日 87.0 46.5 22.5 ○ ○ ○

平成26年7月20日 77.5 52.5 18.0 ○ ○ ○ 1 1 1

平成27年6月16日 13.0 13.0 9.0 0 0 0

平成29年7月24日 26.0 25.0 8.5

平成29年8月25日 69.0 34.5 15.5 ○

平成29年9月7日 45.0 20.0 11.0

平成29年10月22日 109.5 12.0 2.5 ○

平成30年7月5日 106.5 16.5 5.5 ○ 1 0 0

令和元年6月21日 48.5 28.5 12.0

令和元年7月18日 78.0 39.0 12.5 ○

令和元年10月3日 36.0 34.5 9.0

令和元年10月19日 35.5 27.5 9.5

令和2年6月14日 103.5 36.0 12.0 ○

令和2年6月28日 78.5 36.5 12.5 ○

令和2年8月11日 46.0 45.0 16.5 ○

令和2年9月4日 56.5 55.0 23.0 ○ ○

令和3年7月8日 43.5 34.5 10.0

令和3年7月29日 107.0 44.0 16.5 ○ ○

16 10 5

※ 既往の計画降雨強度式
との各降雨量区分での超過
有無の判定を行った

61.4 43.1 16.9

合計

1 0 0

2 2 1

1 1 0

2 0 0

発生年月日
降雨量（mm） 超過降雨判定

※ 年間超過回数

2 2 1
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図 2.4 年ごとの時間最大 降雨量（mm /h） 

 

 

図 2.5 年ごとの１０分間最大 降雨量（mm /１０min） 

 

図２．４、２．５のグラフ中、赤線で示されたものは計画降雨を超える降雨量を表している。これ

らのグラフより、計画降雨を超える雨が、数年に一度は発生していることが分かる。また、過去に

比べ、近年は若干発生年の間隔が短く、降雨量の最大値が多い傾向にある。 
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2.7. 浸水被害の発生状況 

本市の合流式下水道区域における雨水排除の特徴としては、放流先河川の河床高が高いこと

から雨水排水ポンプによる強制排水が基本となっている。 

しかしながら、ポンプの排水能力以上の雨水が流入すると、下水道管きょ内が満水になり、雨

水が地表面へたまり、周辺地盤より低い地域へ雨水が流れ込むことによって浸水被害の発生に

繋がる。 

次ページの表 2.7 に、平成１６年７月の福井豪雨以降の浸水被害（道路冠水含む）発生日・状

況と当時の降雨規模を示す。 
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表 2.7 近年の主な降雨と浸水被害状況 

 

※ 平成１６年 福井豪雨の被害件数は足羽川堤防決壊による被害を含む 

※ 降雨量は、福井地表気象台での観測データから確認を行った。 

 

上記の整理表より、平成２０年前後に比べ、近年の被害状況としては、家屋浸水被害（床上・床

下浸水）の件数は、減少傾向にある。時間最大降雨量も、平成２０年前後に比べ近年の方が比較

的少ない。 

年ごとの最大降雨量が異なることから、単純比較はできないものの、家屋浸水被害減少の一因

として、福井豪雨以降の浸水対策事業の効果が発揮されているものと推測される。 

  

日最大 時間最大 10分最大

平成16年7月18日 197.5 75.0 19.0 福井豪雨：床上浸水 2,125 戸、床下浸水 6,199 戸

平成18年7月17日 125.0 31.5 7.0 床下浸水 4 戸

平成21年8月2日 94.0 62.5 23.0 床下浸水 15 戸

平成22年9月16日 108.0 29.0 7.5 床下浸水 16 戸

平成23年8月19日 84.5 44.5 12.5 床上浸水 3 戸、床下浸水 62 戸

平成24年9月6日 133.5 62.5 15.0 床下浸水 123 戸

平成25年7月13日 69.0 55.0 13.0 床下浸水 9 戸

平成25年9月3日 87.0 47.0 23.0 床下浸水 17 戸

平成26年7月20日 77.5 52.5 18.0 道路冠水

平成27年6月16日 13.0 13.0 9.0 道路冠水

平成29年7月24日 26.0 25.0 8.5 道路冠水

平成29年8月25日 69.0 34.5 15.5 道路冠水

平成29年9月7日 45.0 20.0 11.0 道路冠水

平成29年10月22日 109.5 12.0 2.5 道路冠水

平成30年7月5日 106.5 16.5 5.5 道路冠水

令和1年6月21日 48.5 28.5 12.0 道路冠水

令和1年7月18日 78.0 39.0 12.5 道路冠水

令和1年10月3日 36.0 34.5 9.0 道路冠水

令和1年10月19日 35.5 27.5 9.5 道路冠水

令和2年6月14日 103.5 36.0 12.0 道路冠水、床下浸水 4戸

令和2年6月28日 78.5 36.5 12.5 道路冠水

令和2年8月11日 46.0 45.0 16.5 道路冠水、床下浸水 2戸

令和2年9月4日 56.5 55.0 23.0 道路冠水、床下浸水 1戸

令和3年7月8日 43.5 34.5 10.0 道路冠水

令和3年7月29日 107.0 44.0 16.5 道路冠水、床下浸水 ２戸

発生年月日
降雨量（mm）

被害状況（作業報告書より記載）
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2.8. これまでの整備効果 

 本市ではこれまで、平成１６年福井豪雨以降の浸水対策事業やH２７基本計画に基づいた、合

流式下水道区域の幹線整備・枝線管きょの能力増強・雨水貯留施設・排水ポンプの設置等のハ

ード整備を実施してきた。 

実施してきたハード整備による浸水被害軽減効果を、浸水シミュレーションを用いて確認する。

整備前後の整備効果を確認するため、平成１６年時点と平成２５年度末時点(H２７基本計画策定

時)、現況として令和２年度末時点の整備状況を再現したモデルデータに対し、計画降雨規模  

（5 年確率降雨 43.1mm/h）の降雨が降った場合の浸水シミュレーションを行い、浸水状況から

整備効果の確認を行った。各モデルの浸水シミュレーション結果を図２．６～図２．８に示す。 

浸水シミュレーションの結果から、福井豪雨以降の浸水対策事業の整備効果として、局地的な

浸水に対して一定の効果が現れていることが確認できる。 

福井豪雨以降、橋北排水区第１分区の佐佳枝ポンプ場を更新(平成２３年供用開始)し、周辺管

きょにおいても計画降雨規模に対応したバイパス管等の整備を行った。そこで、図２．６と図２．７

で当該地区の浸水シミュレーション結果を比較すると、浸水被害が面的に解消されていることが

分かる。また、佐佳枝ポンプ場周辺の浸水被害状況を確認すると、表２．７のとおり平成２６年以

降は、計画降雨規模の降雨では、ほとんど浸水が発生していないことも確認された。そのため、ポ

ンプ場更新及び周辺のバイパス管整備等の排水能力増強による浸水被害軽減効果は大きく、面

的に効果が発揮されるものと判断できる。 
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図 2.6 浸水シミュレーション結果（計画降雨規模43.1mm/h：平成 16年度末時点） 
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図 2.7 浸水シミュレーション結果（計画降雨規模43.1mm/h：平成25年度末時点） 
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図 2.8 浸水シミュレーション結果（計画降雨規模43.1mm/h：現況（令和2年度末時点））
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3. 課題整理 

3.1. 浸水要因分析と各排水区の課題整理 

浸水被害の要因は、内水に起因するものの他、河川からの越水や溢水等の外水に起因するも

のがある。 

本計画では、主に下水道施設に関連する内水浸水を対象としており、主な浸水要因としては、

下水道施設（管きょ・ポンプ場）の能力不足によるものと考えられる。 

一方、平成１６年福井豪雨以降の大雨時に、河川への排水が困難となった実績がないものの、

今後、河川への放流制限により、ポンプ場更新に併せたポンプ排水能力の増強が困難である場

合は、雨水貯留施設等の雨水流出抑制施設にて対策を講じていく必要がある。これらの条件を

踏まえて対策の検討を行うものとする。 

排水区の浸水要因及び課題として、近年（平成２６年以降）確認された浸水被害状況と浸水シ

ミュレーションの解析データを基に整理した各排水区の課題を表３．１に示す。 
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表 3.１ 各排水区の課題整理（１/2） 

 

 

 

  

処理区 排除区分 ポンプ場 排水区名 課題

佐佳枝
橋北

（第1分区）

佐佳枝ポンプ場更新により浸水は大幅に減少している。近年の浸水
要因としては、状況調査から排水設備の集水不良（側溝の目づまり）
等によるものが見受けられる。
排水区境（上流側）で浸水が発生しており、管渠の能力不足が原因と
想定される。
バイパス管の未整備区域の整備検討が必要

橋北
（第2分区）

局地的に浸水が見受けられ、施設（管渠・ポンプ場）の能力不足
が原因であると考えられる。

橋北
（第3分区）

福井市体育館近辺など、浸水が発生しており、その多くの原因
が施設（管渠・ポンプ場）の能力不足と考えられる。
浸水常襲箇所への局地的な対策を講じる必要がある。

橋南
（第1分区）

大雨時に浸水が特に上流側で頻発している。施設（管渠・ポンプ
場）の能力不足が原因であると考えられる。
足羽ポンプ場更新に併せて管きょ整備を検討する必要がある。

橋南
（第2分区）

西木田・みのり雨水貯留管上流周辺で浸水が発生しており、施
設（管渠・ポンプ場）の能力不足が原因であると考えられる。
足羽ポンプ場更新により、排水能力向上を図る必要がある。

橋南
（第3分区）

明里バイパス管の暫定貯留利用により、浸水は減少傾向にあ
る。
加茂河原ポンプ場更新により、面的な浸水軽減を図る。

加茂河原
・小山谷

過去の局地的ハード対策により、近年は浸水が減少傾向にあ
る。
加茂河原ポンプ場更新により、更なる浸水軽減を図る。

水越 西部第1

松岡菅谷線周辺や、主に排水区上流側が浸水常襲地区となって
いる。
西部第1排水区の上流に位置し、下流の幹線、枝線管渠、ポンプ
場の能力不足、日光雨水貯留管の機能が十分発揮できていな
いことが原因。
既存の貯留施設の能力増強として、流下貯留型化を実施する。

境処理区
合流式下
水道区域

照手
乾徳

足羽
木田

加茂河原
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表 3.１ 各排水区の課題整理（2/2） 

 
 

 

表３．１で整理したとおり、現状の浸水要因としては、「全域的に枝線管きょからポンプ場までの

一連の下水道施設の能力不足」が挙げられる。そのため、面的な浸水軽減を図るためには、ポン

プ場の改築・更新及び管きょ(バイパス管)整備が有効である。 

しかしながら、ポンプ場の改築・更新事業には長期間を要するため、浸水常襲地区に対しては、

短期、中期計画で局地的なハード対策等を実施していく必要がある。 

 

  

処理区 排除区分 ポンプ場 排水区名 課題

下北野 下北野
浸水シミュレーション結果では、枝線の能力が不足している箇所
があるため、排水区境界で局地的に浸水が見られる。

北部
（第2次）

浸水が複数発生しており、要因としては、施設（管渠・ポンプ場）
の能力不足により溢水した雨水が周辺より低い場所に集まって
いることが考えられる。
ポンプ場更新に先行して、局地的なハード対策を検討する必要
がある。

北部
（第3次）

浸水シミュレーション結果では、枝線の能力が不足している箇所があ
るため、局地的に浸水が見られる。

町屋・大願寺

底喰川、開発川、北川とJRに囲まれた窪地地域であり、水はけ
が悪い。河川からの溢水に対しては、調整池によって対策が講
じられ、下水道として貯留施設が整備されているが、未だ浸水
が発生している。施設（管渠・ポンプ場）の能力不足と地形条件
が浸水要因として考えられる。
ポンプ場更新に先行して、局地的なハード対策を検討する必要
がある。

出作 東部第1
近年、大雨時に排水区境界で浸水が発生しており、枝線管渠の
能力不足が原因であると考えられる。
浸水シミュレーションにおいては、同様の結果が得られた。

米松 東部第2
県立病院付近で浸水が発生しているが、水路の溢水によるもの
と考えられる。

分流 四ツ居・旧荒川

近年、浸水の報告はないが、浸水シミュレーション結果では、幹
線沿いの周辺地盤が低い地区において、局地的に浸水が見ら
れる。

分流 狐川右岸第六
排水区の上流区域で浸水が頻繁に発生しているが、橋南排水区
（第2分区）の上流末端管渠の能力不足が原因であると考えら
れる。

合流式下
水道区域

上里

日野川
処理区

分流式下
水道区域
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4. 地域ごとの雨水対策目標の検討 

4.1. 基本方針 

 本市の下水道施設の計画降雨は、合理式による 5年確率降雨（43.1 mm /h）を基本としてい

る。しかしながら、本市合流式下水道区域は、平成１３年までは実験式による計画降雨で整備を行

っていることから、雨水排除能力が不足している状況となっている。そこで本計画では、本市の雨

水対策の基本理念である「水害に強いまちづくりを目指して」の実現を目指すために、以下に示

す方針に基づき、効率的な雨水整備を推進する。 

本計画では、基本理念及び基本方針に示す計画降雨や計画規模を超える雨の設定について

整理する。また、「選択と集中」の観点から、浸水対策を優先的に行う地区を抽出し、本計画の重

点対策地区として選定する。 

 

 

＜基本理念 「水害に強いまちづくりを目指して」で実現を目指す将来像＞ 

計画降雨に対し、浸水被害の解消を目指す 

 

＜基本方針（三本柱）＞ 

 計画降雨基準の下水道施設整備を推進 

計画規模降雨43.1mm /h に対応した下水道施設の整備を推進する。 

 

 局地的な浸水箇所への雨水流出抑制施設等の整備を推進 

局地的な浸水に対しては、浸水シミュレーション等を実施し、整備効果を確認した上で、

効果的な施設整備を推進する。 

 

 計画規模を超える雨に対する自助・共助の取組を促進 

計画規模を超える雨に対しては、福井市下水道内水ハザードマップの活用や雨水タン

ク、止水板の設置補助や土のう配布等のソフト対策を組み合わせた自助・共助の活動を

促進する。 
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4.2. 対象降雨の設定 

本計画における対策目標降雨として、浸水被害の発生を防止するための防災目標の対象とな

る計画降雨(L1 降雨)と、浸水被害を軽減するための減災目標の対象となる照査降雨(L1’降雨、

L2 降雨)の２種類の降雨を設定する。 

・Ｌ１降雨・・・下水道施設整備等のハード対策を行う上で基準とする降雨 

・Ｌ１’降雨・・・照査降雨のうち、一定程度の浸水を許容し浸水被害軽減を図ることを対象として整

理し、既往最大規模の降雨で設定する降雨 

・Ｌ２降雨・・・照査降雨のうち、安全な避難の確保を図ることを対象として想定最大規模降雨で 

設定する降雨 

 各対象降雨の概要は、次ページ以降に示す。 
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4.2.1. 計画降雨（L１） 

本市における、下水道施設整備の計画降雨は、福井地方気象台で昭和１５年～昭和５０年に観

測された降雨データを基に算出されており、統計期間が古いことから令和３年（最新）までの降雨

データを追加し、降雨強度式の算出・統計分析を行った。 

統計分析の結果から令和３年までの降雨データを追加した５年確率の降雨強度は、43.8

（mm /h）となった。 

そこで、降雨強度４３．８(mm/ｈ)の値を用いて、浸水シミュレーションを行い、既往の計画降雨

４３．１（mm /h）と比較した結果、浸水範囲および浸水深共にほぼ相違ないことが確認できたこと

から、本計画で使用する計画降雨（L１）は、既往の５年確率降雨 43.1（mm /h）の降雨強度式と

する。 

 

 
 

図 4.1 計画降雨(L1：43.1ｍｍ/h）のハイエトグラフ（中央集中型） 

 

 

  

101.35

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

0 50 10
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

40
0

45
0

50
0

55
0

60
0

65
0

70
0

75
0

80
0

85
0

90
0

95
0

10
00

10
50

11
00

11
50

12
00

12
50

13
00

13
50

14
00

降
雨
強
度

(m
m

/h
r)

継続時間ｔ(min)

ｔ＝10分降雨強度



33 

 

4.2.2. 照査降雨（L1’：既往最大、L2：想定最大） 

1） 照査降雨（L1’）の設定 

 下水道は河川と比べて流域面積が小さいことから、L1’降雨は再度災害防止の観点から、流域

で実際に発生した降雨の短時間雨量（１０～６０分雨量）が、既往最大降雨や一定の被害が想定さ

れる降雨を基本とする。また、設定降雨は、前項までに整理した L１降雨から L2 降雨の間で地域

の実情に応じて設定することが設計指針等で示されている。本計画では本市の既往最大降雨で

ある、平成１６年７月に発生した福井豪雨の降雨量（75 mm /h）と降雨波形を照査降雨（L1’）と

する。 

 

 

図 4.2 照査降雨（L1’：75mm/h）のハイエトグラフ（平成 16年7月 福井豪雨を参考） 
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2） 照査降雨（L2）の設定 

本計画では、「命を守り」「壊滅的な被害を回避」する観点から、平成２７年の水防法改正により

規定された想定最大規模降雨を L2降雨とする。 

想定最大規模降雨の設定方法は、「浸水想定（洪水、内水）の作成等のための想定最大外力の

設定手法（平成２７年７月）」（以下「設定手法」という）を参考に整理した。 

設定手法では、国内の降雨特性が似ている地域を１５に分類し、それぞれの地域で過去に観測

された降雨を基に算出された最大降雨量により設定することが基本とされている。本市は、北陸

地方の降雨量を用いることとする。また、降雨量は「降雨継続時間」「流域面積」も参考に設定す

る必要があるため、本市の下水道排水区面積の特性から浸水継続時間は１時間、流域面積は３１

km2未満とし、時間最大降雨量を１３０mm /h とした。 

 

 
参考）浸水想定（洪水、内水）の作成等のための想定最大外力の設定手法（平成２７年７月）より 

図 4.3 想定最大最大外力の設定 
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図 4.4 照査降雨（L２：130mm/h）のハイエトグラフ（福井豪雨の降雨波形を基に作成） 
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4.3. 気候変動の影響を踏まえた計画降雨の取り扱い 

下水道施設整備の計画降雨（L１）について、気候変動の影響を踏まえた計画降雨及び計画雨

水量（計画降雨の計画雨水量を１．１倍）を算定し、ハード対策で対応していくことが「気候変動を

踏まえた都市浸水対策に関する検討会」の提言（令和３年４月一部改訂）で示されている。 

本計画における、気候変動の影響を踏まえた降雨の対応としては、表４．１に示すとおり、中期

までは、整備効果の検証（浸水シミュレーション）を実施するとともに、長期からのハード整備を行

う事業については、施設規模の条件に加えることを検討する。各事業スケジュールにおける期間

の設定については、５章５．１計画期間の設定で示す。 

また、既往の計画規模降雨で整備した区域において、気候変動の影響を踏まえた計画降雨 

（L１．１）による浸水発生状況を、浸水シミュレーションを用いて確認する。 

確認結果を次ページに示す。 

 

表 4.1 気候変動に伴う計画降雨×１．１倍の事業スケジュール時期 

事業スケジュール L1.1：気候変動の影響を踏まえた計画降雨の事業への反映 

短期  効果検証（浸水シミュレーション）にて評価 

中期 
 効果検証（浸水シミュレーション）にて評価 

 長期に実施する施設の整備条件に反映 

長期 
 効果検証（浸水シミュレーション）にて評価 

 実施する施設（ハード対策・ポンプ更新時）の整備条件に反映 

将来  必要な箇所に対し、整備実施 
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５年確率降雨（４３．１ｍｍ/h）でハード対策を実施済みの区域（橋北排水区（第１分区））におい

て、１０年確率降雨（48.8mm/h≒１．１倍降雨（L1.1））での浸水シミュレーションを実施し、対策

効果について確認した。 

浸水発生状況を比較・確認しても浸水域及び浸水深に大きな差は見られないことから、計画降

雨（L１）でハード対策がなされていれば、１０年確率降雨時（≒１．１倍降雨（L1.1））においても対策

効果があることが確認できた。 

 

5年確率降雨(４３．１mm/h) 10 年確率降雨(４８．８mm/h) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.5 5 年確率降雨による既整備区域での 10年確率降雨への浸水軽減効果確認結果 

 

 

  

福井駅 福井駅 

旭小学校 旭小学校 

東公園 東公園 
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4.4. 評価指標の設定 

 本計画では、「浸水リスク（浸水被害の起こりやすさ）」「被害規模（浸水被害による被害の大き

さ）」の評価指標を用いて、リスクマトリクスによる重点対策地区の選定を行う。 

 

4.4.1. 浸水リスクに係る指標による評価結果 

浸水リスクに係る評価指標として、以下の４つの項目を基に整理した。各評価項目の結果から

点数を合計し、浸水リスクの順位を設定した。 

 

＜評価指標＞ 

① 浸水回数（道路冠水も含む） 

※ 既往計画が策定された平成２６年以降、大規模な浸水被害は発生していない。 

② 浸水面積（計画降雨の浸水シミュレーション結果を採用） 

③ 排水区１人当たりの被害回数 

④ 排水区面積当たりの浸水面積 

 

表 4.2 浸水リスクに係る指標による評価結果 

 
※ 点数：順位を設定し、１～４位５点、５～８位４点、９位～１２位３点、１３位～１６位２点を与える。 

点数 順位

佐佳枝 橋北排水区（第1分区） 158.7 4 4 3 3 14 9

橋北排水区（第2分区） 72.2 3 3 3 4 13 10

橋北排水区（第3分区） 231.9 5 5 4 4 18 2

橋南排水区（第1分区） 32.4 4 2 5 2 13 10

橋南排水区（第2分区） 88.2 4 4 4 4 16 5

橋南排水区（第3分区） 57.9 3 5 4 5 17 3

加茂河原・小山谷排水区 59.7 3 4 3 5 15 7

水越 西部 第1排水区 150.9 5 4 4 3 16 5

下北野 下北野排水区 29.4 2 2 2 2 8 15

北部排水区（第2次） 177.4 5 5 5 5 20 1

北部排水区（第3次） 51.8 2 3 2 3 10 14

町屋・大願寺排水区 58.4 5 3 5 4 17 3

出作 東部 第1排水区 128.1 3 5 2 5 15 7

米松 東部 第2排水区 113.4 3 3 3 3 12 13

分流 四ツ居・旧荒川排水区 19.5 2 2 2 2 8 15

分流 狐川右岸 第六排水区 86.0 4 2 5 2 13 10

点数

日野川
処理区

合流
上里

分流

④

点数
処理区 排除区分 ポンプ場 排水区名

面積
（ha）

① ②

合計

境処理区 合流

照手
乾徳

足羽
木田

加茂河原

点数

①～④

点数

③
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4.4.2. 被害規模に係る指標による評価結果 

被害規模に係る評価指標として、以下の４つの項目を基に整理した。各評価項目の結果から点

数を合計し、被害規模の順位を設定した。 

 

＜評価指標＞ 

① 人口密度 

② 地価単価 

③ 排水区面積当たりの各種重要施設数 

④ 排水区面積当たりの被害額 

 

表 4.3 被害規模に係る指標による評価結果 

 
※ 点数：順位を設定し、１～４位５点、５～８位４点、９位～１２位３点、１３位～１６位２点を与える。 

 

 

  

点数 順位

佐佳枝 橋北排水区（第1分区） 158.7 4 5 5 4 18 3

橋北排水区（第2分区） 72.2 4 5 5 5 19 1

橋北排水区（第3分区） 231.9 4 4 5 4 17 4

橋南排水区（第1分区） 32.4 5 4 2 2 13 9

橋南排水区（第2分区） 88.2 5 5 2 5 17 4

橋南排水区（第3分区） 57.9 5 5 4 5 19 1

加茂河原・小山谷排水区 59.7 3 3 4 4 14 6

水越 西部 第1排水区 150.9 3 3 5 3 14 6

下北野 下北野排水区 29.4 5 2 2 2 11 13

北部排水区（第2次） 177.4 2 3 4 5 14 6

北部排水区（第3次） 51.8 3 2 3 3 11 13

町屋・大願寺排水区 58.4 3 4 3 3 13 9

出作 東部 第1排水区 128.1 2 3 4 4 13 9

米松 東部 第2排水区 113.4 2 4 3 3 12 12

分流 四ツ居・旧荒川排水区 19.5 4 2 2 2 10 15

分流 狐川右岸 第六排水区 86.0 2 2 3 2 9 16

点数

日野川
処理区

合流
上里

分流

①～④
合計

境処理区 合流

照手
乾徳

足羽
木田

加茂河原

点数 点数
処理区 排除区分 ポンプ場 排水区名

面積
（ha）

① ② ③ ④

点数
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4.4.3. 評価結果 

前項までに整理した浸水リスク及び被害規模の点数が高い区域（排水区）から、浸水対策を優

先的に実施すべき地区を抽出する。図 4.6 に浸水リスクと被害規模を点数ごとにプロットした浸

水リスクマトリクス評価図を示す。 

本計画では、「リスク最高」「リスク高」となる排水区を重点対策地区として設定した。 

 

 
図 4.6 浸水リスクマトリクス評価図 

 

表 4.4 計画区域区分 

 
 

橋北（第1）

橋北（第2）

橋北（第3）

橋南（第1）

橋南（第2）

橋南（第3）

加茂河原・小山谷

西部 第1

下北野

北部（第2次）

北部（第3次）

町屋・大願寺

東部 第1

東部 第2

四ツ居・旧荒川

狐川右岸 第六

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

浸
水
リ
ス
ク

被害規模

リスク分類 排水区名 計画区域区分

リスク最高
橋南排水区（第2分区）、橋南排水区（第3分区）、
橋北排水区（第3分区）

リスク高
北部排水区（2次）、町屋・大願寺排水区、西部第1排水区、
橋北排水区（第1分区）、橋北排水区（第2分区）

リスク中
加茂河原・小山谷排水区、橋南排水区（第1分区）、
東部第1排水区、東部第2排水区

狐川右岸第六排水区、北部排水区（第3次）、下北野排水区、
四ツ居・旧荒川排水区

重点対策地区

-

リスク低
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図 4.7 各排水区のリスクマトリクス結果 
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4.5. 重点対策地区の設定 

「浸水リスク×被害規模」の浸水リスクマトリクス評価結果より、浸水対策優先度の高い排水区

を重点対策地区として位置付けた。重点対策地区に設定した排水区の内、ポンプ場の改築・更新

やバイパス管の整備といった事業の実施時期が未定である地区や、浸水常襲地区については、

短期・中期に局地的な浸水被害の軽減を進める必要があることとし、緊急実施地区と位置付け

た。 

 

表 4.5 重点対策地区・緊急実施区域の設定 

内容 完了予定時期

佐佳枝 橋北排水区 第1分区
リスク 高

（重点対策地区）
佐佳枝ポンプ場の更新及びバイパス管の一部
整備済

平成２３年
供用開始

橋北排水区 第2分区
リスク 高

（重点対策地区）

橋北排水区 第3分区
リスク 最高

（重点対策地区）
○

橋南排水区 第1分区 リスク 中

橋南排水区 第2分区
リスク 最高

（重点対策地区）

橋南排水区 第3分区
リスク 最高

（重点対策地区）

加茂河原・小山谷排水区 リスク 中

水越 西部 第1排水区
リスク 高

（重点対策地区）
新ポンプ場の更新時期に合わせて検討
（予備検討・他部署協議中）

令和20年度
以降予定

○

下北野 下北野排水区 リスク 低 - -

北部排水区（第2次）
リスク 高

（重点対策地区）
- - ○

北部排水区（第3次） リスク 低 - -

町屋・大願寺排水区
リスク 高

（重点対策地区）
- - ○

出作 東部 第1排水区 リスク 中 - -

米松 東部 第2排水区 リスク 中 - -

分流 四ツ居・旧荒川排水区 リスク 低 - -

分流 狐川右岸 第六排水区 リスク 低 - -

処理区 排除区分 ポンプ場 排水区名
緊急実施地区
該当有無

境処理区 合流

照手
乾徳

新ポンプ場の更新時期に合わせて検討
（予備検討・他部署協議中）

令和20年度
以降予定

足羽
木田

足羽ポンプ場の更新時期に合わせてバイパス
管、増補管の検討
（実施設計・効果検証）

令和１０年度予
定

リスクマトリクス
結果

ポンプ場更新事業計画

加茂河原
加茂河原ポンプ場更新、バイパス管整備を実
施中（工事中）

令和５年度予定

日野川
処理区

合流

上里

分流
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4.6. 対策目標設定 

前項までに整理した各降雨規模（L１降雨、L１．１降雨、L1’降雨、L２降雨）に対する対策目標を

設定する。本計画では、重点対策地区に設定した排水区において、集中的にハード整備を行い、

浸水被害の軽減や解消を目指すことを防災目標として設定した。 

また、計画降雨を超える、照査降雨に対しては、ソフト対策を実施し、自助・共助の支援を行うこ

とで、浸水被害の軽減を目指すことを減災目標としている。また、詳細なハード・ソフトの対策内容

は、５．３ 段階的対策メニューの抽出にて、整理する。 

表 4.6 対策目標の設定 
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5. 段階的対策方針の策定 

各排水区において考えられる対策メニュー（ハード対策・ソフト対策）の抽出を行い、計画降雨

（L１降雨・L１．１降雨）に対する防災目標、照査降雨（L1'降雨・L２降雨）に対する減災目標を達成

するため、計画期間を短期、中期、長期の段階に分け、それぞれに応じた対策方針を策定する。 

また、各排水区における段階的対策方針の決定に際しては、浸水シミュレーションにより対策効

果の確認を行い、年間事業費の平準化についても考慮し、事業スケジュールを策定する。 

ただし、ハード対策が防災目標に達していない地区においては、計画降雨レベルについても  

ソフト対策を考慮する。 

 

表 5.1 雨水対策目標降雨 

区分 降雨名称 降雨強度（規模） 備考 

防災

目標 

計画降雨（L1） 43.1 mm/h 計画降雨（５年確率降雨） 

計画降雨×1.1 倍（L1.1） 計画雨水量 1.1 倍 気候変動に伴う計画降雨の１．１倍 

減災

目標 

照査降雨-既往最大（L1’） 75.0 mm/h 福井豪雨（平成１６年７月） 

照査降雨-想定最大（L2） 130.0 mm/h 想定最大規模降雨(北陸地区) 
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5.1. 計画期間の設定 

 本計画で設定する計画期間は、短期（～令和８年）、中期（～令和１３年）、長期（概ね２０年後）と

する。 

また、各段階において、重点対策地区を中心としたポンプ場の改築・更新事業期間を考慮し、

浸水シミュレーションを用いて各ポンプ場の整備効果を確認した上で、必要な貯留施設等の整備

についても検討する。各段階において予定しているポンプ場改築・更新事業と整備目標を表５．２

に、中期までに施工完了予定のポンプ場改築・更新事業について表５．３に示す。 

 

表 5.２ 計画期間と目標 

計画期間 段階的対策と目標 

短期（～令和８年） 
 加茂河原ポンプ場の改築・更新の施工完了 

 重点対策地区の浸水被害軽減 

中期（～令和１３年） 
 足羽ポンプ場の改築・更新の施工完了 

 重点対策地区の浸水被害軽減 

長期（概ね２０年後） 
 新ポンプ場の改築・更新の施工完了 

 重点対策地区の浸水被害解消 

 

表 5.３ ポンプ場の改築・更新事業 

加茂河原ポンプ場 

上流排水区 橋南排水区 第３分区（重点対策地区）、加茂河原・小山谷排水区 

進行中事業 現在、老朽化・能力増強に伴うポンプ場の改築・更新 工事中 

運用時期 令和５年 供用開始予定 

 

足羽ポンプ場 

上流排水区 橋南排水区 第１分区、橋南排水区 第２分区（重点対策地区） 

進行中事業  老朽化・能力改善に伴うポンプ場の改築・更新の実施設計 

 ポンプ場の改築・更新に合わせたバイパス管の実施設計 

 バイパス管布設に伴う効果検証（枝線の増強対策） 

運用時期 令和１０年 供用開始予定 
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5.2. 段階的対策メニューの選定 

各排水区における段階的対策メニュー案を選定するにあたり、主要なハード対策及びソフト対

策メニューを図 5.1 に示す。効果的な浸水対策とするには、ハード対策及びソフト対策の組合せ

等を十分検討して選定する必要がある（浸水対策メニューの一般的な分類を表５．４に示す）。 

また、重点対策地区の各排水区の段階的対策メニューは、各排水区で実施可能な対策を抽出

し、ソフト対策については、各排水区共通として整理する。 

 

 

（出典：設計指針） 

図 5.1 浸水対策メニューの分類 

 

 

   

浸水対策メニュー 

自助・共助支援の促進等 
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表 5.4 主要なハードおよびソフト対策メニュー 

 
（出典：設計指針、雨水管理総合計画策定ガイドライン(案)、下水道浸水被害軽減総合計画策定マニュアル(案)） 

 

 

雨水貯留施設 ・雨水調整池、貯留管、雨水滞水池、オンサイト貯留

・浸透ます、浸透トレンチ、浸透側溝

・浸透性舗装

官民連携 ・民間貯留浸透施設等

既存の下水道施設の多目
的化

自助対策の支援 ・止水板及び土のうの配布、各戸貯留(雨水タンク)・浸透施設の設置支援制度

・高齢者等災害時要援護者の支援
・非常時持ち出し品の確保
・災害ボランティアとの連携

・各戸の貯留・浸透施設の設置
・建物の耐水化
・地下室等の建築時の配慮
・道路雨水ますの清掃
・土のう積み・体験訓練
・避難所、避難経路等の確認、自主避難訓練

自
助
・
共
助

ハード対策

ソフト対策

・地下施設等の止水板の設置・耐水化、浸水時の土のう設置

・観測情報や施設運用状況の住民への多様な手法による情報発信（HP、エリア
メール、行政メール、FAX送信等）

・建築基準法に基づく災害危険区域への反映

・地下街等の管理者に対する浸水リスクの啓発

・まちづくりとの連携

・まるごとまちごとハザードマップの実施

ソフト対策

維持管理・体制 ・雨期前の重点的管路清掃、ポンプ場の点検作業

・危機管理体制、事前準備体制、下水道施設被災状況調査体制の構築

施設情報及び観測情報を下水道事業に活用した対策 ・雨量計のほか、水位計や浸水径等の積極的な設置、観測、情報の蓄積・分析

・流出解析モデルの精度向上や観測情報による水害要因分析に基づくきめ細や
かな対策の検討

・高精度降雨情報システム（XRAIN等）の活用／リアルタイム運用システムの構築

施設情報及び観測情報をリスクコミュニケーションに
活用した対策

・内水ハザードマップ等の作成・公表

・雨水貯留浸透施設整備の指導や助成制度の導入等

・河川部局等との合築

・暫定防災調整池の恒久化・有効活用

・雨水ポンプの運転調整

非常時に備えた防災機能の確保 ・可搬式ポンプ・移動ポンプ車の活用

・ポンプ施設の耐水化

・マンホール蓋の飛散防止

・危機管理体制構築のための訓練／出前講座等による頭上訓練

・被災直後の速報性のある整備効果や今後の整備方針の広報

・住民、事業者からの情報収集及び協働した水防活動

段階的な早期の効果発現 ・大規模幹線等の雨水貯留施設としての利用

他事業の既存計画や施設と連携した対策 ・河川の調整池と下水道の雨水貯留施設の直接接続等による連携

・取り込み施設の能力増強等による連携

・小型雨水貯留浸透施設の道路側溝下部等への設置

・公園・緑地、校庭、駐車場、水田、ため池等との連携

・小規模管路間のネットワーク化・バイパス化

・改築にあたっての既存施設等の有効活用

・既存管路活用と相乗して能力を高める雨水貯留施設設備

・流下貯留型化による雨水貯留施設の有効活用

・合流式下水道の改善対策施設等の浸水対策利用

区分 対策手法・対策例

公
　
助

ハード対策

流出抑制型施設

下水道以外の道路、学校、公園
等の公共施設や、民間貯留浸水
施設との連携を促進する

雨水浸透施設

流下型施設 管路施設・ポンプ施設 ・増補管、バイパス菅

・ポンプ場新設及び更新、増強

・局地排水用小規模ポンプの設置

既存の下水道施設を活用
した対策

付加的施設や改築等によ
る最適化

・管渠の一部増径

・大規模幹線間やポンプ場間のネットワーク化
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5.3. 段階的対策メニューの抽出 

5.3.1. ハード対策 

段階的ハード対策メニューについては、現在進行中のポンプ場更新事業を反映する。 

浸水被害の軽減・解消を図るためには、ポンプ場の改築・更新によるポンプ排水と管きょの能力

増強が最も有効であるが、多額の費用と膨大な時間を要する。そのため、一定期間内で効率的に

浸水被害の軽減を図るため、局地的なハード対策の実施を検討する。 
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1） 流下型施設(ポンプ場更新) 

 本市では、合流式下水道区域に整備されている１１箇所のポンプ場について、更新事業と併せて

計画降雨規模に対応した雨水ポンプの排水能力増強を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2 流下型施設(ポンプ場更新) イメージ(加茂河原ポンプ場更新事業) 

 

 

2） 流下型施設(バイパス管整備) 

 ポンプ更新事業による雨水ポンプ排水能力増強に併せ、管きょの排水能力を増強するため、既

設管きょの能力を増補するバイパス管を整備している。 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3 流下型施設(バイパス管整備) イメージ 
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3） 雨水流出抑制施設（雨水貯留施設） 

 雨水流出抑制施設とは、放流先の河川や、下水道施設の排水能力が不足していることへの対

策として、雨水の流出量を減少させるための施設である。その一つである雨水貯留施設は、雨水

を一時的に貯留する。また、オフサイト貯留とオンサイト貯留に分類され、オフサイト貯留は、下水

管きょなどに流出した雨水の一部を集水して貯留する。一方、オンサイト貯留は、雨水を降ったそ

の場所で一時的に貯留することで、下水道への雨水の流出を抑制する。 

本市下水道事業ではこれまで、局地的な浸水対策としてオフサイト貯留(雨水貯留管)を整備し

ており、今後は下水道施設への負担軽減を図るために、オンサイト貯留についても設置検討を 

行う。 

(左図：雨水貯留管、右図：雨水調整池) 

図 5.4 雨水流出抑制施設(オフサイト貯留) イメージ 

 

 

(出典：兵庫県 HP(https://web.pref.hyogo.lg.jp/hnk09/documents/000182302.pdf)) 

図 5.5 雨水流出抑制施設(オンサイト貯留)校庭貯留 イメージ 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/hnk09/documents/000182302.pdf
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4） 排水ポンプ車 

大雨による浸水被害発生時において、応急的に強制排水を行うことで浸水被害を早期に解消

することを目的として排水ポンプ車を配備している。浸水が発生している場所からの強制排水の

他に、雨水ポンプ故障時等の応急的なポンプ代用としての利用など、非常時に備えたものであ

る。 

 排水ポンプ車は、強制排水を行う放流先の河川や水路等及びその沿線で二次災害が生じない

ことを確認した上で運用する。 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.６ 排水ポンプ車(令和３年５月導入) 
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5.3.2.  ソフト対策 

1） 維持管理・体制 【水防体制】 

 大雨注意報や大雨警報が発表された場合、速やかに職員が参集し、各地区の水位、流量等の

情報をＷＥＢカメラ、パトロール等で収集し、大雨に迅速に対応している。 

 

図 5.７ 水防体制 イメージ 

2） 情報収集・提供 

【民間システムの活用】 

近年、気象庁や民間企業による気象予測の技術が進歩し、予測精度が向上している。それらは

容易に閲覧が可能な環境が整備されている。気象庁の『ナウキャスト』をはじめ、国土交通省の

『ＸＲＡＩＮ』、民間デバイスによる気象観測データ、予報・予測データを用いて、早期の水防体制の

配備や迅速な水防活動を行う他、これらのシステムの利活用について市民に周知することで、自

助・共助の促進を図る。 

 

図 5.８ 民間活用 イメージ  
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3） 自助共助対策支援 

【土のう配布】 

 本市では、浸水被害発生時に使用するものとして、平成１７年より浸水被害の多い地区の公民

館（１４公民館区）へ吸水性土のうを配布している。また、浸水常襲地区３地区においては、土のう

ステーションを設置し、建設部河川課が設置している土のうステーションと併せ、自助支援として

土のう配布を行っている。 

 
図 5.９ 吸水性土のう イメージ 

 

【各戸貯留(浸水防除施設設置支援)】 

 雨水貯留タンクは、雨水流出抑制対策であるオンサイト貯留の一種である。設置数が多ければ

流出抑制効果が高まる。また、浸水に対する住民意識の高揚を図る上でも重要な取組のひとつで

ある。 

 

図 5.１０ 各戸貯留（雨水タンク） イメージ 
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【止水板(浸水防除施設設置支援)】 

 福井市下水道内水ハザードマップにおいて浸水が想定される場所や、周辺に比べ標高の低い

地域や建物の基礎が低い場合、止水板を設置することで、浸水時の雨水の侵入を防ぐことが期

待できる。 

※福井市浸水防除施設設置費補助金について 

http://www.city.fukui.lg.jp/kurasi/gesui/gesuiproject/2017usui.html 

 

図 5.１１ 止水板 イメージ 

【下水道内水ハザードマップの活用】 

 本市では、令和４年３月に福井市下水道内水ハザードマップを改定し、防災等の情報の入手方

法、大雨に対する事前の備え等の情報欄の拡充を行った。本ハザードマップを対象地区の世帯へ

配布し、住民等に対し、周知、広報活動を行うことで、防災意識向上を図り、自助・共助の取組を

促進する。 

 

図 5.１２ 下水道内水ハザードマップ、広報活動 イメージ 

http://www.city.fukui.lg.jp/kurasi/gesui/gesuiproject/2017usui.html
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5.4. 事業スケジュールの策定 

 計画期間（短期、中期、長期）を考慮した各排水区の段階的対策メニューを整理した事業スケジ

ュールを表 5.５に示す。 
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表 5.5 事業スケジュールの策定 

 

ポンプ場 排水区名 区分 項目 短期（～令和8年） 中期（～令和13年） 長期（概ね20年後）

事業
メニュー

バイパス管 未完成路線 バイパス管 未完成路線

対策内容 計画 施工

事業
メニュー

ポンプ場 更新事業 ポンプ場 更新事業 ポンプ場 更新事業

対策内容 法手続き 計画 施工

事業
メニュー

雨水流出抑制施設　整備

対策内容 計画・施工

事業
メニュー

ポンプ場 更新事業 ポンプ場 更新事業 ポンプ場 更新事業

対策内容 法手続き 計画 施工

橋南排水区 第1分区 -

対策内容 計画・施工(令和６年度～) 施工(～令和10年度予定）

事業
メニュー

足羽バイパス管（幹線・枝線） 整備 足羽バイパス管（幹線・枝線） 整備

対策内容 計画・施工（令和６年度～） 施工(～令和10年度予定）

橋南排水区 第3分区 重点対策地区

対策内容 施工（～令和5年度）

事業
メニュー

雨水流出抑制施設　整備

対策内容 計画・施工

事業
メニュー

ポンプ場 更新事業 ポンプ場 更新事業 ポンプ場 更新事業

対策内容 法手続き 計画 施工

事業
メニュー

雨水流出抑制施設　整備

対策内容 計画・施工

事業
メニュー

ポンプ場 更新事業 ポンプ場 更新事業

対策内容 法手続き 計画・施工

事業
メニュー

ポンプ場 更新事業 ポンプ場 更新事業

対策内容 法手続き 計画・施工

事業
メニュー

雨水流出抑制施設　整備 雨水流出抑制施設　整備

対策内容 計画 施工

事業
メニュー

ポンプ場 更新事業 ポンプ場 更新事業

対策内容 法手続き 計画・施工

事業内容
雨水流出抑制施設　整備

（オンサイト貯留、小規模施設）
雨水流出抑制施設　整備

（オンサイト貯留、小規模施設）
雨水流出抑制施設　整備

（オンサイト貯留、小規模施設）

対策
メニュー

設計・施工 設計・施工 設計・施工

事業内容 ソフト対策 ソフト対策 ソフト対策

対策
メニュー

ハザードマップの修正 ハザードマップの修正 ハザードマップの修正

佐佳枝 橋北排水区 第1分区 重点対策地区

照手
乾徳

橋北排水区 第2分区 重点対策地区

橋北排水区 第3分区
重点対策地区
（緊急実施）

足羽
木田

事業
メニュー

足羽ポンプ場　更新事業 足羽ポンプ場　更新事業

橋南排水区 第2分区 重点対策地区

加茂河原

事業
メニュー

加茂河原ポンプ場 更新事業

加茂河原・小山谷排水区 -

水越 西部 第1排水区
重点対策地区
（緊急実施）

上里

北部排水区（第2次）
重点対策地区
（緊急実施）

北部排水区（第3次） -

町屋・大願寺排水区
重点対策地区
（緊急実施）

全域 -

全域
主に

重点対策地区
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5.5. 浸水シミュレーションによる段階的対策効果の検証 

5.5.1.  計画降雨に対する効果の検証 

前項までに整理した、段階的対策メニュー・対策内容について、各段階時点の、計画降雨規模

降雨に対する浸水シミュレーションを実施し、対策効果を検証した。各段階の局地的ハード対策

及びポンプ場更新・バイパス管等それぞれの整備モデルデータは概略的に設定したものである。

（表５．６に示す。） 

図５．１３に現況の結果を示す。 

図５．１４（短期）の結果より、加茂河原ポンプ場更新事業等によって、主に橋南排水区第３  

分区、加茂河原・小山谷排水区の浸水被害の大半が解消される。 

図５．１５（中期）の結果より、足羽ポンプ場更新事業等によって、主に橋南排水区第１、２分区の

浸水被害の大半が解消される。 

図５．１６(長期)の結果より、新ポンプ場更新事業等を行うことで、橋北排水区第１、２、３分区、 

西部第１排水区、北部排水区(第２次)、町屋・大願寺排水区の浸水被害解消を目指す。 

浸水シミュレーション結果（図５．１３～図５．１６）より、前項までに整理した段階的対策メニュー

を実施していくことで、重点対策地区の浸水被害を軽減できることが確認できた。 

また、表５．７及び図５．１７に示すとおり、本計画で示す段階的対策メニューにて、家屋浸水の

おそれがある浸水（浸水深２０ｃｍ以上）は、大半が解消できる。 

後述する実施計画において検討する局地的ハード対策を計画的に実施し、各段階にて更なる

重点対策地区の浸水被害軽減を目指す。 

表 5.6 浸水シミュレーション条件 

項目 条件 

整備段階 

 現況（令和２年度末）    図５．１３ 

 短期（～令和８年）     図５．１４ 

 中期（～令和１３年）    図５．１５ 

 長期（概ね２０年後）    図５．１６ 

降雨  計画降雨（43.1mm/h）     
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図 5.１３ 計画降雨（L1：43.1ｍｍ/h）規模の浸水シミュレーション結果（現況） 
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図 5.１４ 計画降雨（L1：43.1ｍｍ/h）規模の浸水シミュレーション結果（短期） 
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図 5.１５ 計画降雨（L1：43.1ｍｍ/h）規模の浸水シミュレーション結果（中期） 
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図 5.１６ 計画降雨（L1：43.1ｍｍ/h）規模の浸水シミュレーション結果（長期） 
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表 5.7 浸水面積・浸水域割合（計画降雨規模） 

 

 

 

 

 

 

図 5.１７ 降雨別の浸水面積（計画降雨規模） 

 

 

 

 

 

 

 

浸水深 現況 短期 中期 長期
-1cm 47.7 41.1 41.8 32.6
1cm-20cm 142.7 122.0 116.3 77.3
20cm-30cm 8.1 5.8 4.6 2.0
30cm-45cm 1.4 0.9 0.8 0.7
45cm- 0.6 0.6 0.6 0.2

総計 200.5 170.4 164.1 112.8

(ha) 
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5.5.2.  照査降雨に対する効果の検証 

前項と同様の整備モデルデータを使用し、照査降雨規模の雨に対する浸水シミュレーションを

実施し、対策効果の確認を行う。 

浸水シミュレーションを行った降雨条件は、表５．８に示すとおりである。ここでは、現況と短期

時点の整備モデルデータを対象とする。 

L1’降雨(福井豪雨)規模のシミュレーション結果を図５．１８(現況)、図５．１９(短期)に、L２降

雨(想定最大規模降雨)規模の浸水シミュレーション結果を図５．２０(現況)、図５．２１(短期)に 

それぞれ示す。 

図５．１９(短期)の結果より、計画降雨基準による整備を行うことで、L1’降雨（福井豪雨）規模

の雨に対しても一定の浸水軽減効果を発揮する（佐佳枝ポンプ場、加茂河原ポンプ場の対象排

水区）ことが確認できた。 

一方、図５．２１(短期)の結果より、Ｌ２降雨（想定最大規模降雨）ではポンプ場更新を実施した

対象区域についても家屋浸水が発生することが確認される。このことから、Ｌ２降雨に対しては、

ハード整備では対応が困難であり、下水道内水ハザードマップ等によるソフト対策にて自助共助

支援を講じていく必要がある。 

 

表 5.８ 浸水シミュレーション条件 

項目 条件 

整備段階 
 現況(令和2年度末) 図５．１８、図５．２０ 

 短期（～令和８年）   図５．１９、図５．２１ 

降雨 
 照査降雨 L1’（７５．０mm/h）  

 照査降雨 L２ （１３０mm/h）  
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図 5.18 照査降雨(L1’：75.0ｍｍ/h)規模の浸水シミュレーション結果（現況） 
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図 5.１９ 照査降雨(L1’：75.0ｍｍ/h)規模の浸水シミュレーション結果（短期） 
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図 5.２０ 照査降雨(L２：１３０ｍｍ/h)規模の浸水シミュレーション結果（現況） 
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図 5.２１ 照査降雨(L2：130ｍｍ/h)規模の浸水シミュレーション結果（短期） 
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6. 雨水管理方針マップの作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 北部排水区(第２次) 

■ 町屋・大願寺排水区 

■ 橋北排水区第２分区 

■ 西部第１排水区 

 

：浸水リスクが高い地区から優先的に実施 

■ 橋北排水区第３分区 

 

：浸水リスクが高い地区から優先的に実施 

■ 橋南排水区第２分区 

 

：足羽ポンプ場の 

 改築・更新事業を実施中 

■ 橋北排水区第１分区 

 

：佐佳枝ポンプ場の更新事業

にて整備を行った 

■ 橋南排水区第３分区 

 

：加茂河原ポンプ場の 

 改築・更新事業を実施中 

町屋・大願寺排水区 
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7. 今後の課題 

7.1. 事業（本計画）の進捗管理 

本計画にて検討した段階的な浸水対策事業を計画的に進めていくため、事業進捗を管理す

る。進捗管理においては、各段階の計画降雨規模での浸水被害が解消された面積の割合（浸水

シミュレーションにおける排水区別割合）を基に確認していく。 

表 7.1 には、本計画にて設定した重点対策地区における各段階での浸水被害が解消された

面積の割合を示す。概ね２０年後の長期時点では、浸水被害が解消された面積の割合が９０%を

超えるが、完全な浸水解消には至らない。５章５．５で示したとおり、本計画で示す段階的対策メ

ニューだけでは、道路冠水や、浸水が一部残るためである。また、これらの対応については、後述

する福井市下水道雨水対策実施計画で検討するハード対策や、ハード対策後の効果検証を踏ま

え、今後の対策を検討する。 

本計画で位置付ける基本理念(将来像)は「水害に強いまちづくりを目指して」である。この理

念に基づき、計画区域における計画降雨規模での浸水被害の解消を図ることで、その実現を目

指す。 

基本理念の達成度を数値化し進捗管理を行うため、「本計画対象区域において、計画降雨規

模の降雨に対し浸水被害が解消された面積の割合」を、「雨水対策対応率」として定義し、浸水被

害が解消された面積は、表 7.１と同様に浸水シミュレーションによる、浸水が想定されない(地表

面に水がたまらない)面積により算出するものとする。 

表７．２に長期時点までの雨水対策対応率を示す。 

 

 雨水対策対応率 

本計画対象区域において、計画降雨規模の降雨に対し浸水被害が解消された面積の割合 
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表 7.1 進捗管理（各段階の浸水被害が解消された面積の割合） 

重点対策地区名 現況 
短期 

（～令和 8年） 

中期 

（～令和 13年） 

長期 

（概ね20年） 

橋北排水区 第 1分区 91% 91% 91% 93% 

橋北排水区 第 2分区 8６% 8６% 8６% 9１% 

橋北排水区 第 3分区 85% 8５% 8５% 9２% 

橋南排水区 第 2分区 8７% 89% 9２% 9２% 

橋南排水区 第 3分区 6７% 9８% 9８% 9８% 

西部 第 1排水区 8８% 8８% 8８% 9８% 

北部排水区（第 2次） 8１% 8１% 8２% ８７% 

町屋・大願寺排水区 83% 83% 84% ９１% 

※ ５章５．５で示したとおり、各段階の整備モデルデータとしては概略的に設定したものであり、

後述の実施計画及び今後のポンプ場更新事業において精査し、各段階の進捗率については見直

していく。 

 

 

 

 

表 7.２進捗管理（各段階の雨水対策対応率） 

雨水対策対応率 現況 
短期 

（～令和 8年） 

中期 

（～令和 13年） 

長期 

（概ね20年） 

対象区域における計

画降雨での浸水被害

解消割合 

8６% 8８% 89% 9２% 

 

 

今後、各段階において、表７．１、７．２を目標値として、整備を進めていく。 
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7.2. 実施計画の策定 

本計画により基本方針や雨水対策目標、段階的対策を位置付けた。今後これらを実行するた

めの、より具体的な対策メニューを位置付けた実施計画を策定する。 

実施計画では、段階ごとの整備について、具体的な場所、対策内容、計画年次、定量的な目標

などを具体的に設定し、その内容を着実に推進する。 

 

 

  



72 

 

7.3. 計画の見直し 

 本計画では、重点対策地区の設定を行い、計画期間を短期、中期、長期の段階に分け、事業ス

ケジュールを設定した。しかしながら、気候変動に伴う降雨特性の変化や、浸水被害の発生状況、

また、施設整備の進捗や社会情勢の変化等に対応していく必要があるため、５年程度を目途に計

画を見直すものとする。 
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8. 参考資料 

8.1. 用語集 

あ行 

雨水対策基本計画（雨水管理総合計画） 

 国においては、雨水管理総合計画と定められており、本市では、福井市下水道雨水対策基本計

画がこれに当たる。下水道による浸水対策を実施する上で、短期・中期・長期にわたる、浸水対策

を実施すべき区域や目標とする整備水準、施設整備の方針等の基本的な事項を定めるもので、

下水道による浸水対策を計画的に進めることを目的としている。 

 

 

か行 

外水(がいすい) 

河川の中(堤外地)を流れている水。洪水は、外水によるもの。 

 

局地的大雨 

 急に強く降り、数十分の短時間に狭い範囲に数十mm程度の雨量をもたらす雨。 

 

計画降雨 

 浸水被害を防止するため、下水道の防災目標の対象とする降雨の規模のこと。下水道施設の

整備において、施設能力の基準となる降雨。 

 

減災目標 

 計画降雨を超える雨に対し、一定の浸水を許容しながら、被害を軽減させるために講じる対策

の目標。  

 

合理式 

 下水道施設の計画地点に上流から雨水が流れてくるまでの時間を考慮し、その地点のピークの

流量である、計画最大雨水流出量を算定する式。 

 

合流式下水道 

雨水と汚水を同じ管により流す下水道のこと。別々に処理する方式を分流式下水道という。 
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さ行 

重点対策地区 

 本計画において、過去の浸水被害や被害が起きた場合の規模を考慮し、重点的に浸水対策を

行う必要があるとして設定した地区。 

 

照査降雨 

 計画降雨を超える雨において、下水道の減災目標の対象とする降雨の規模のこと。 

 一定の浸水被害を許容しながら浸水被害の軽減を図るL1’降雨と、安全な避難の確保を行うた

めに設定する L2降雨の二つがある。 

 いずれも主にソフト対策により対応する。 

 

浸水シミュレーション 

 地盤標高等の地形情報、主要な下水道や水路等の排水施設、放流先である河川の情報をコン

ピューターで再現し、任意の雨が降った場合に、どのように浸水が発生するのかを解析するもの。 

 

想定最大規模降雨 

国が、降雨特性が似ている地域を１５の地域に区分し、それぞれの地域において過去に観測さ

れた最大の降雨量により設定したもので、１年間の内に発生確率が１/１０００の確率で発生する

雨。 

命を守る避難行動を前提にしたもので、ハード対策ではなく、ハザードマップに代表されるソフ

ト対策によって対応する。 

 

ソフト対策 

 ハザードマップなどによる情報提供や、土のう配布等の自助・共助支援、水防体制の構築等によ

り、浸水被害の軽減を図る対策。施設整備を伴わない。 

 

 

な行 

内水 

一時的に大量の降雨が生じた場合において、下水道、その他排水施設に当該雨水を排水でき

ないこと又は、下水道その他排水施設から、河川その他の公共の水域に、当該雨水を排水できな

いことにより水があふれること。河川の外側(堤内地)で発生する。 
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は行 

ハード対策 

雨水排除施設や雨水流出抑制施設の整備により、浸水対策を行うこと。 

 

排水区 

下水道の計画の中で、雨水を排水する区域を排水系統別に分割した区域。 

 

バイパス管 

下水道管きょを流れる一部の雨水を迂回させる管。本市においては、ポンプ場更新の際、ポン

プの排水能力増強に合わせて下水道管きょの排水能力を増強するために、既存の下水道管きょ

から水を分水し、ポンプ場へ排水するための管きょとして整備している。 

 

福井市下水道事業計画 

本市における、下水道事業(汚水処理に関することを含めた下水道事業全体の計画)を実施す

るために必要な、下水道法に定められた計画。本計画においては、この福井市事業計画に定める

浸水対策との整合を図る。 

 

分流式下水道 

雨水と汚水を別々に処理する下水道のこと。 

 

防災目標 

 計画降雨を雨に対し、浸水が生じないことを基本として講じるハード対策の目標。  

 

 

ら行 

リスクマトリクス 

 発生確率(浸水リスク)と影響度(被害規模)を２つの評価軸で表したもの。本計画においては、

重点対策地区の選定において用いている。 

 

 


